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クラウドサービス利⽤規約（試使⽤版） 
株式会社ユニリタプラス（以下「当社」）は、当社がアプリケーション・サービス・プロバイダーとし

て当社の製品を利⽤したクラウドサービス（以下「本サービス」）を試使⽤提供するための条件を以下

の通り定めます。お客様が本サービスを利⽤した場合、別途、当社と書⾯による特段の定めがない限り、

本クラウドサービス利⽤規約（以下「本規約」）に同意したものとみなします。 

 

第1条 （定義） 

1. 「お客様」とは、本サービスの利⽤者をいいます。なお、お客様は、法⼈または個⼈のいずれも

可能です。 

2. 「本契約」とは、本規約の条件に基づき、当社とお客様との間で成⽴した契約をいいます。 

3. 「利⽤開始⽇」とは、本サービスの利⽤開始⽇をいいます。 

4. 「利⽤終了⽇」とは、本サービスの利⽤終了⽇をいいます。 

5. 「通知」とは、書⾯、電⼦メール等、記録が残る形式で⾏われる連絡をいいます。 

6. 「利⽤ライセンス」とは、本サービスを利⽤する権利をいいます。 

7. 「試使⽤」とは、本サービスの有償利⽤を検討するために、評価⽬的で本サービスを利⽤するこ

とをいいます。 

第2条 （ライセンスの許諾およびサポート） 

1. 本サービスの利⽤料は無償とします。 

2. 本契約は、下記により成⽴するものとします。 

(1) Web 申込形式（当社ホームページから本規約への「同意」ボタンをクリックする形式）

の場合は、「同意」ボタンをクリックした時 

(2) 書⾯申込形式（利⽤申込書を提出する形式）の場合は、当社が申込書受領後 5 営業⽇以

内に何らの異議を申し出ない時。なお、利⽤申込書に対する申込請書の発⾏は省略します。 

3. 当社は、お客様に対して、本規約および当社 Web サイト記載の本サービスに関する注意事項を

遵守することを条件として、本サービスの利⽤ライセンスを付与するものとします。 

4. 利⽤ライセンスは、⾮独占的かつ譲渡不能であり、本規約により明確に許諾された以外のすべて

の権利は、当社に留保されるものとします。 

5. 当社は、別途、お客様に対して試使⽤期間を提⽰するものとします。 

6. 本契約は、試使⽤期間の満了または本契約が解約されるまで存続するものとします。 

7. 本契約は、試使⽤契約のため、当社は、現状の状態で本サービスを提供し、バージョンアップ版

の提供やサポートの提供は⾏ないません。 

第3条 （アカウント管理） 

1. 当社は、本契約成⽴後、5 営業⽇以内にお客様が本サービスを利⽤開始できるように、必要とな

る ID およびパスワード等を含むログインアカウント（以下「アカウント」）を発⾏または設定

するものとします。 
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2. アカウントは、1 ⼈ 1 アカウントとし、複数⼈で共有して利⽤したり、貸与や譲渡をしないもの

とします。利⽤者数の増加その他の理由により追加のアカウントが必要になった場合、お客様は

当社に対して、その追加分にかかる利⽤申込みを⾏うものとします。 

3. アカウントの使⽤および保管は、お客様が⾃らの責任の元で管理するものとし、それらの使⽤・

貸与・譲渡・紛失・漏洩およびそれに伴う損害について、当社は責任を負わないものとします。 

第4条 （業務データ） 

1. お客様が本サービスのサーバー上にアップロードしたコンテンツ（動画、画像等）（以下「業務

データ」）は、お客様と特段の合意がない限り、お客様に著作権が帰属することを確認します。 

2. 業務データが公序良俗に反したり、本契約に反する場合は、当社の裁量により業務データの利⽤

中⽌または削除を⾏うことができるものとします。 

3. 業務データの正確性、品質、正当性、合法性、信頼性、適切性、著作権処理等については、お客

様が全責任を負うものとします。 

4. 当社は、お客様が⾏った業務データの抹消、改変、破壊、漏出、不正アクセス、損失もしくは保

存の失敗に関して、⼀切責任または義務を負わないものとします。  

5. 当社は、当社の製品やサービスにおける品質向上を⽬的として、業務データを統計的に処理して

利⽤することができるものとします。 

第5条 （財産権関連） 

1. 第三者がお客様に対して、本サービスの利⽤に関して、⽇本法における特許権、著作権等の知的

財産権の侵害を申し⽴てた場合（以下「当該申⽴て」）、お客様が以下の要件を全て満たすこと

を条件に、当社はお客様に対して、当該申⽴てに関してお客様に⽣じた合理的費⽤の補償を⾏う

ものとします。 

(1) 当該申⽴てより 5 ⽇以内に、当社に当該申し⽴ての内容を通知すること 

(2) 当該申⽴てに関して、調査、準備、防禦および解決に関する⼀切の権限を当社に与えるこ

と 

(3) 当社による事前の書⾯による同意なしに、当該申⽴ての責任を認めたり、和解しないこと 

(4) 当該申⽴てに関して必要がある場合には、全⾯的に当社に協⼒すること 

2. 当社は、当社の判断により、当該申⽴てを受けて、本サービスに代替するサービス（実質的に本

サービスと同等のもの）の提供、または本契約を解約することができます。かかる措置がとられ

た場合、当社は、お客様による本サービスの利⽤に関して、それ以上の責任を負わないものとし

ます。 

第6条 （秘密保持） 

1. 本契約の期間中および契約期間終了後においても、お客様は本サービスの利⽤を通じて知り得た

本サービスに関するすべての関連情報および関連知識（以下併せて「本件秘密情報」といいます。

ただし、公知となった情報を除きます。）を秘密に保持するものとし、当社の書⾯による事前の

同意なくして「本件秘密情報」を第三者に開⽰もしくは漏洩せず、また、利⽤もしくは利⽤させ

ないものとします。 
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2. お客様は、本契約において明確に許諾されている場合を除き、本サービスについて、⽅法のいか

んを問わず、改変、改修、複写、複製、逆アセンブル、逆コンパイル、リバースエンジニアリン

グを、⾃ら⾏わず、また、第三者をして⾏わせないものとします。 

第7条 （本規約および本サービスの変更） 

1. 当社は、本規約および本サービスを変更することがあります。 

2. 本規約の変更内容は、本契約の更新時より適⽤されるものとします。 

3. 本サービスの変更内容は、本サービスの変更時より適⽤されるものとします。 

4. 本規約および本サービスを変更する場合、当社は、お客様に対し、原則として当社 Web サイト

にて事前にその内容について通知します。お客様は定期的に当社 Web サイトにて、本規約およ

び本サービスの変更の有無を確認するものとします。 

第8条 （本サービスの提供停⽌／契約解除） 

1. 当社は、次の各号に該当する場合、その裁量により、本サービスの提供を停⽌または本契約を解

除することができます。  

(1) お客様が本規約に違反し、当社の指定する期間内に当社の是正要求に応じない場合 

(2) 本サービスの利⽤に関し第三者から当社に対しクレーム、請求等がなされ、かつ、当社が

本サービスの停⽌が必要と認めた場合 

(3) その他の理由で本サービスの運営上不適当と当社が判断した場合 

2. 当社は、前項の規定により本サービスの提供を停⽌する場合、お客様に対し、あらかじめその理

由および期間を通知します。ただし、緊急時やむを得ない場合は、この限りではありません。 

3. 当社は、客観的にやむを得ない事情により本サービスを⻑期間停⽌せざるを得ない場合、または

本サービス⾃体を廃⽌する場合は、本契約を解除できるものとします。 

4. 本契約のいずれかの条項またはその⼀部が違法、履⾏不可能または⽇本法に抵触すると判断され

た場合でも、本契約中のそれ以外の部分については効⼒を失わないものとします。 

第9条 （当社の損害賠償責任の制限） 

1. 当社はお客様に対して、本サービスの利⽤に伴い、当社の責に帰すべき事由の直接的結果として、

お客様に現実に発⽣した通常の損害について賠償します。 

2. 前項に基づく賠償を含む当社のお客様に対する損害賠償責任は、⾦ 10 万円を上限とします。 

3. 本サービスに基づくお客様の損害の原因について、当社に故意または重過失がある場合は、本条

各号の限りではありません。 

第10条 （免責） 

1. 本サービスがお客様の特定⽬的に適合することを保証するものではありません。 

2. 本サービスの提供が中断なくエラーがないことを保証するものではありません。 

3. 当社は、お客様が本契約に違反した結果については⼀切の責任を負いません。 

4. 当社は、当社が定める所定のシステム稼働環境（原則として⽇本語 OS における⽇本語ブラウザ

上での稼動など）以外で⽣じた障害については⼀切責任を負いません。なお、当社が定める所定
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のシステム稼働環境およびインターネット接続環境の⽤意、その利⽤に関する責任と費⽤は、お

客様が負担するものとします。 

5. 当社は、本契約に定める場合を除き、本サービスを利⽤に関してお客様と第三者との間で⽣じた

紛争等について⼀切責任を負いません。 

6. 本規約に定める場合を除き、また法令の許諾する範囲内において、当社は、明⽰または黙⽰を問

わず、また法律、慣習、⼝頭若しくは書⾯での説明その他を問わず、本契約に基づき提供された

本サービスに関して何らの保証または表明（商品性、特別⽬的適合性、権限、第三者の権利の不

存在、誤りのないことおよび稼動が中断しないことについての黙⽰保証を含むがこれに限らな

い。）を⾏うものではありません。 

7. 当社は、本サービスの解約後の業務データについては何ら責任を負いません。 

第11条 （不可抗⼒） 

いずれの当事者も、天変地異、戦争、戦争の怖れ、戦争類似の状況、敵対⾏為、戦時体制、封鎖、

通商停⽌、拘留、⾰命、暴動、港湾の混乱、略奪⾏為、ストライキ、ロックアウト、伝染病もし

くはその他の疫病、物資もしくは施設の破壊もしくは損傷、⽕災、台⾵、地震、洪⽔もしくは事

故、または政府当局もしくは準政府機関またはいずれの政治的部⾨・部署・機関の⾏為による場

合、または労働、資材、輸送⼿段もしくは公益設備の不⾜もしくは遮断、または各当事者もしく

はその供給業者の事業所での労働争議、または各当事者の⽀配管理を超えた他のいかなる事項な

どにより事務の履⾏が不可能となった場合には、本契約に基づく義務の不履⾏について相⼿⽅当

事者に対して責任を負いません。  

第12条 （反社会的勢⼒の排除） 

1. 本契約において、次の各号に掲げる⽤語の定義は、当該各号に定めるところに基づくものとしま

す。 

(1) 「反社会的勢⼒」 

暴⼒団、暴⼒団員、暴⼒団準構成員、暴⼒団関係団体、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ、

特殊知能暴⼒集団、その他、暴⼒・威⼒・詐欺的⼿法を駆使して経済的利益を追求する団

体または個⼈、あるいは、これらに該当しなくなってから 5 年経過しない団体または個⼈

をいいます。 

(2) 「⾃⼰」 

当社またはお客様が⾃分⾃⾝を⽰すことをいいます。 

(3) 「⾃⼰等」 

⾃⼰、⾃⼰の役員、実質的に経営に関与する者、重要な地位の使⽤⼈、⾃⼰の経営を実質

的に⽀配する者、⾃⼰の親会社、⼦会社等をいいます。 

2. 当社およびお客様は、相⼿⽅に対し、現在および将来においても、次の各号について表明し保証

するものとします。万が⼀⾃⼰の違反を発⾒した場合は、直ちに相⼿⽅にその事実を報告するも

のとします。 

(1) 「⾃⼰等」が「反社会的勢⼒」に該当しないこと 
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(2) 「⾃⼰等」が、「反社会的勢⼒」との間で、「反社会的勢⼒」であることを知りながら、

資⾦、役務提供等の何らかの便宜を供給するなど、「反社会的勢⼒」の運営維持に協⼒・

関与しないこと 

(3) 「⾃⼰等」が、「反社会的勢⼒」と社会的に⾮難されるような交友関係にないこと 

(4) 「⾃⼰等」が、⾃らまたは第三者を利⽤して、相⼿⽅および相⼿⽅の従業員に対して、暴

⾏・傷害・脅迫・恐喝・威圧等の暴⼒的⾏為または虚偽の⾵説の流布や偽計などの詐欺的

⼿法を⽤いて、合理的な範囲を超える不当な要求、業務の妨害、名誉・信⽤の毀損等を⾏

わないこと 

(5) 「⾃⼰等」が、「反社会的勢⼒」ではないにも拘わらず、殊更に、⾃らが「反社会的勢⼒」

またはそれに関係する旨を、相⼿⽅または第三者に伝える等の⾏為をしないこと 

3. 当社およびお客様は、相⼿⽅について前条の表明ないし保証に反する事実が判明した場合には、

相⼿⽅に対して催告することなく、全ての契約の全部または⼀部を解除することができます。 

4. 当社およびお客様は、相⼿⽅の業務を外部に委託する場合、委託の時点において、委託先が「反

社会的勢⼒」に該当しないことを保証します。 

5. 当社およびお客様は、相⼿⽅が本条第 3 項に基づき契約を解除した場合、違反した相⼿⽅に損害

が⽣じても、賠償責任を負わないものとします。 

6. 当社およびお客様は、⾃⼰が本条第 3 項に違反したことにより相⼿⽅が契約を解除した場合、相

⼿⽅に発⽣する損害を賠償するものとします。 

第13条 （個⼈情報保護） 

1. 当社およびお客様は、相⼿⽅から個⼈を特定する情報（以下「個⼈情報」といいます。）を受領

した場合には、その個⼈情報の取扱いと利⽤について個⼈情報保護に関する法令を遵守するとと

もに、『個⼈情報保護マネジメントシステムー要求事項(JIS Q15001:2006)』の規範に準拠し

た厳重な管理を⾏ない、個⼈情報に対する不正アクセス、紛失、破壊、改ざん、漏洩等の危険に

対し、合理的な安全対策を講じなければならないものとします。 

2. 個⼈情報の漏洩等により個⼈情報の主体(本⼈)に経済的、精神的損害を与えた場合は、その個⼈

情報の漏洩等を⾏った当社またはお客様が責任をもって対処するものとします。 

3. 当社またはお客様は、個⼈情報の主体(本⼈)に前項の損害が⽣じ、もしくは、その恐れがあるこ

とを認識した場合は、直ちに相互に連絡を取り合い協⼒して対処するものとします。  

4. お客様は、当社の「個⼈情報保護⽅針（http://www.unirita.co.jp/privacy.html）」に同意の

うえ、お客様の個⼈情報を当社に提供するものとします。 

第14条 （準拠法・裁判管轄） 

本契約は、⽇本国法に準拠し、同法によってのみ解釈されるものとします。また、本契約に起因

または関連する訴訟については、東京地⽅裁判所を第⼀審の専属合意管轄裁判所とします。  

第15条 （協議） 

本契約について疑義が⽣じた場合は、当社およびお客様は、信義誠実の原則に従い、協議解決す

るものとします。  
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以上 


